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床上浸水対策特別緊急事業費等

【総合的な治水対策の推進】

１ 事 業 費 【財源内訳】 【主な使途】

１５，３７５，３４１ 国庫 3,081,326 負担金 6,216,685

（前年度 １７，７３３，５０７） 県債 7,763,000 （国事業等）

一般財源 2,183,044 工事費 8,685,771

使・手 2,338,492 （長良川、丹生川ﾀﾞﾑ等）

その他 9,479

２ 事 業 概 要

近年、県内では、平成１１年、１２年、１４年、１６年と度重なる水害が発生し

ており、特に１６年の台風２３号は、死者行方不明者８名、重軽傷者１８名、床上

浸水１，１６７戸、床下浸水２，４４２戸と甚大な被害を県内全域にもたらした。

県ではこのような状況から流域住民の安全を確保するために、ハード整備とソフ

ト対策を組み合わせた主要五流域の『新五流域総合治水対策プラン』を平成１９年

５月までに取りまとめた。

平成２０年度事業では、『新五流域総合治水対策プラン』に基づき、近年浸水被

害が発生した河川を中心に浸水被害の解消・軽減に向けた事業を進める。また、ソ

フト対策として、洪水時に地域の人々が迅速かつ円滑に避難するための「洪水ハザ

ードマップ」を作成している市町を支援する。

３ 事 業 効 果

・長良川中流部及び曽部地川では、当面の重点的な事業により、平成１６年台風２３
そ べ ち

号と同規模の洪水に対する床上浸水被害が概ね解消される。

・水防法により「洪水ハザードマップ」の作成の義務付けがある県内の市町において、

作成が完了する（更新は除く）。

【長良川（美濃市生櫛付近）】 【曽部地川（郡上市白鳥町）】


